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ラインで追求する必要がある。いわゆるBOP（Base of the Economic Pyramid）市場で国際貢献
































































































































































































部分に対応しなければならない。所得の低い、いわゆる「BOP」市場である。BOP（Base of the 
Economic Pyramid）の定義は年収 3000 ドル未満で、野村総研によれば、BOPビジネスは 2005 年
時点で、約 47 億人、約 5兆ドルの市場とされる。
　一方、年収 3000 ドル以上 2万ドル未満のMOP（Middle of the Economic Pyramid）市場は、同時
点で約 16 億人、約 21 兆ドルである。また、年収 2万ドル以上のTOP（Top of the Economic Pyra-
mid）市場は同時点で約 2億人である。
　2005 年に 65 億人だった世界人口は 2030 年には 83 億人に増加し、TOP層は 2億人から 3.8 億











































グ順位は、朝日新聞 2013 年 1 月 14 日付け「風」欄による）
〈TOP市場戦略〉
　TOP市場と言っても、年収 2万ドル以上ということなので、構造的にはTOP of TOP ともい
うべき富裕層とそれ以外に分けて考えるべきであろう。
　クレディスイス銀行の調査（グローバル・ウェルス・レポート 2012）によれば、純資産 100 万ド
ル以上の富裕層が最も多いのは米国（約 1100 万人）であり、2位は日本（約 360 万人）、3位フラン

















































「BoP ビジネス戦略」野村総合研究所他 2010 年（東洋経済新報社）
「生活大国」宣言─日本発エスプリヌーボーの探求─電通総研 1990 年（日本経済新聞社）
